
6 + 6mmソーラーコントロールエネルギー効率low-e積層安全ガラス 

前書き
合わせガラス用に設計された省エネルギーガラスであるLow-Eガラスは、U値が大きく、断熱性が劣ります。 Low-E合わせガラスは、6mmの低鉄のフロートガラスまたは6mmの透
明なフロートガラスと、PVBまたはSGP中間膜を貼り付けた6mmのLow-Eガラスの1枚のパネルでできています。より安全を必要とする場合は、いずれの組成であっても、強化された安
全ガラスを選択することができます、それらのすべては、低放射ソーラーコントロールエネルギー効率ガラス

Low E積層安全ガラス仕様：

組成：透明フロートガラス（低鉄フロートガラス）+ PVB / SGP + Low e放射ガラス
クリアー強化ガラス（6mm低鉄強化ガラス）+ PVB / SGP + Low e強化ガラス
厚さ： 12.38mm 12.76mm 13.14mm 13.52mm
処理： 掘削穴、切り抜き、焼き焼き、磨かれたエッジ、曲がった/熱い曲げなどの形状をしています。

Low e合わせガラスオプション：
クリアlow-e合わせガラス
低鉄low-e合わせガラス
Low-e強化ガラス
PVB Low-e合わせガラス
SGP Low-e合わせガラス

どのようにlow e合わせガラスを選択するには？ 
low-e合わせガラスは、low-eガラスと合わせガラスの両方の利点を持っているので、高セキュリティガラスと高熱性能ガラスですが、異なる組成のlow-e合わせガラスは、次のような異な
る性能を持ちます：

•超透明low-e合わせガラスVS通常クリアlow-e合わせガラス
より高い光透過性が必要な場合は、超透明low-e合わせガラスを選択して、太陽熱放射を減らす際に可視光線の透過率を確実に高くすることができます。

•Low-e強化ガラスVS low-eフロートラミネートガラス
あなたの安全性がさらに高ければ、通常の合わせガラスより3〜5倍強いlow-e強化ガラスを選択し、曲げと打撃に完全に抵抗し、熱破損のリスクを大幅に低減することができます。

•SGP low-e合わせガラスVS PVB low-e合わせガラス
より強力な安全性が必要な場合は、 SGP low-e合わせガラスは、その5倍強く最大100倍の硬度を持ち、破損した場合、SGP合わせガラスはまだ立ち上がるが、PVB合わせガラスは落
ちる。

応用
高性能をベースにして、low-e合わせガラスは、窓ガラス、ガラスカーテンウォール、スカイライトガラス、ルーフガラス、キャノピーガラスなどとして広く使用されています。




